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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は, アスリートに必要なリーダーシップスキルを明らかにすること, そ
して, アスリートのリーダーシップスキル獲得過程モデルを構築することであった. 結果, アスリートのリーダ
ーシップスキルは４つのスキル (認知関連・対人・マネジメント・ストラテジック) に分類できることが示され
た. さらにこれらのリーダーシップスキルに関係し成長を促す個人や環境要因, また, これらのリーダーシップ
スキルの影響が明らかとなり, アスリートのリーダーシップスキル獲得過程モデルが提唱された. 加えて, アス
リートのリーダーシップスキルを測定する尺度が開発され, その予備的な妥当性と信頼性が検証された. 

研究成果の概要（英文）：The purposes of the study were (a) to examine the leadership skills that are
 necessary for good athlete leaders, and (b) to propose a preliminary model of athlete leadership 
skills development. Findings indicate that athlete leadership skills can be categorized into four 
leadership skills: cognitive, interpersonal, management, and strategic. Individual and environmental
 factors which interact with these leadership skills and the consequences and developmental factors 
of such leadership skills were identified. Also the instrument to assess athlete leadership skills 
was developed and its preliminary validity and reliability were established. 

研究分野： スポーツ心理学

キーワード： リーダーシップ　スポーツ　チーム

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1)青少年がスポーツ経験を通して学ぶと期
待されている様々なスキルの中にリーダー
シップスキルが含まれている（Gould et al., 
2006）．リーダーシップとは一般的に，個人
が集団の掲げる共通目標を達成するのに影
響を与えるプロセスであると定義されてき
た（Northhouse, 2001, p.3）． 

 
(2)スポーツチームのリーダーシップについ
て国内外を問わず盛んに研究がなされてき
たが，そのほとんどがスポーツ指導者のリー
ダーシップを対象にしたものであった（e.g.，
Horn, 2008）．最近になり, ようやく,アスリ
ートのリーダーシップについて研究が行わ
れるようになり（e.g.，Loughead et al., 
2005），キャプテンなどチーム内で影響力を
持つリーダーは，コーチや監督といったスポ
ーツ指導者のリーダーとは異なった影響を
与えることが報告されている（e.g., Moran & 
Weiss, 2006）． 
 
(3)これまでの研究は, コーチなどの指導者
のリーダーシップ理論を応用しており, ア
スリートのリーダーシップスキルの定義と
その評価方法, また，そのスキル獲得に関わ
る要因と結果，獲得を促す方略についての知
見は未だ乏しい. 
 
 
２．研究の目的 
 
本助成研究は3つの研究で構成され, 主な目
的は(a)アスリートに必要なリーダーシップ
スキルを明らかにすること, あわせて(b)良
いアスリートの特徴や影響, またその成長
に関する要因を明らかにし, アスリートの
リーダーシップスキル獲得過程モデルを構
築すること, であった.  
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 研究 1 では, 1950 年代以降のアスリー
トのリーダーシップに関する論文を対象に
「アスリートのリーダーの特徴や必要な行
動・スキルとは何か？」, 合わせて「アスリ
ートのリーダーがチームに与える影響とは
どのようなものか？」「アスリートのリーダ
ーが成長する過程とはどのようなものか？」
というリサーチクエッションをもとにシス
テマティックレビューを行った.この分野の
研究成果をまとめ, また今後の研究の方向
性を明確にすることを目的とした. 
 
 
 
 
 

① SportDiscus, PsychNet で検索を行い, 基
準を満たした合計 49 本の論文を対象に（論
文の選定に関するプロセスについては図1参
照）,構造的システマティックレビュー 
(Gough et al., 2011)を行った.データ管理
と分析には, NVivo 11 for Mac を使用した.  

 
図 1: アスリートのリーダーシップに関する
システマティックレビュー対象論文の選定
プロセス 
 
 
(2) 研究 2では, 良いアスリートのリーダー
とは何か, そしてアスリートのリーダーは
どのように成長するのかを明らかにするこ
とを目的に, 質的インタビュー調査を実施
した.  
 
①大学スポーツチーム男子 2 チーム, 女子 1
チームのメンバーを対象とした. まず, チ
ームの選手全員がそれぞれのチームで「もっ
ともリーダーシップを発揮している選手」を
３名, 順位づけて回答した. そのデータを
もとにしたソーシャルネットワーク分析の
結果を参考に, インタビューの対象者(チー
ムの選手にリーダーと認識される選手11名, 
その選手を選んだチームメイト 6 名と監督 3
名)を選定した.  
 
② 対 象 者 には , 現 象 学 的 ア プ ロ ー チ 
(Cresswell, 1998) を用いた半構造化インタ
ビューを行い (46 分〜82 分, 平均 60 分), 
そのインタビューをすべて逐語に起こした. 
その逐語データから,研究の目的に答える発
話を切り取り, 意味単位を抽出した. デー
タ管理と分析には NVivo 11 for Mac を使用
した.  
 
 
(3) 研究 3 では, アスリートのリーダーシ
ップスキルを評価する「アスリート・リーダ
ーシップスキル評価尺度」の作成を行い, そ
の予備的な妥当性と信頼性を検証した. 
 
① 上記研究の結果と, Mumford et al. (2007) 
のリーダシップスキル・ストラタプレックス
をもとに, アスリートのリーダーシップスキ



ル 4因子を定義した (表 1参照). 4 因子の定
義に沿って 25 項目を作成した, うち 1 項目
は,「この項目は左から 4番目の数字を○して
ください」とし, この項目に正しく回答して
いない調査参加者のデータは除外することと
した.また, 当該分野の研究者に尺度項目の
評価を依頼した.  
 
② 予備調査では, 様々なタイプのスポーツ
を行っている 28 名の現役大学生アスリート 
(女子 18 名, 男子 10 名, 年齢平均 20.03±
0.64歳) が尺度に回答を行った. 対象者はチ
ームのキャプテンのリーダーシップスキルに
ついて, それぞれの項目に評価を行い, さら
に尺度の項目の妥当性,答えやすさや,追加の
項目についてフィードバックを行った. SPSS 
ver.24を使用し, それぞれの項目の記述統計
分析を行い, また因子の信頼性を確認した.  
 
③ 予備調査で得られたフィードバックをも
とに修正を行い, 尺度を新たに 27 項目で作
成した.予備調査と同様に, うち 1項目は「こ
の項目は左から 4 番目の数字を○してくださ
い」とし, この項目に正しく回答していない
調査参加者のデータは除外することとした. 
尺度には121名(女子35名, 男子60名, 年齢
平均 19.22±0.51) が無記名で回答を行い, 
そのうち現在スポーツチームで活動を行って
いると答えた 95 名を分析対象とした. 調査
参加者は「あなたのチームのキャプテンは, 
以下のスキルをどの程度実行できると思いま
すか？」という教示に, 5 段階の Likert 尺度
(1=全くできない, 5=完璧にできる)で, それ
ぞれの項目に回答を行った. 記述統計, 信頼
性分析, 主成分分析, 探索的因子分析には
SPSS ver.24 を使用し, 共分散構造分析 には
mplus 7 を使用した.   
 
 
４．研究成果 
 
(1) 研究 1: システマティックレビューから
の研究成果 
 
① アスリートのリーダーシップ研究論文の
動向：図 2 は, アスリートのリーダーシップ
研究論文数の推移を示している. 前述のとお
り, スポーツチームのリーダーシップに関す
る研究については, 1990 年代まではコーチ・
監督等の指導者についての研究が主であった
が, 2000 年代以降,その数は増加している. 
論文のほとんどが, リーダーの特徴を検証す
るものであり (n=31), その次にリーダーの
影響を検証するものが多く (n=15), リーダ
ーの発達や成長についての論文はほとんど見
られなかった (n=7). 使用されている理論で
は, 変革型リーダーシップ (n=5), 選手の役

割分化理論 (n=5), 多角的リーダーシップモ
デル (n=4)が多く, そして 11 本の論文では
理論についての言及が見られなかった.  
 

図 2: アスリートリーダーシップ研究論文数
推移 
 
② アスリートのリーダーの特徴：レビューか
ら, アスリートのリーダーの特徴として, 競
技レベルが高いこと,プレーで中心的なポジ
ションを持つこと, 公式な役割を持つこと 
(キャプテンなど), チーム内で年齢が高いこ
と, そのスポーツでの経験が深いこと, スタ
ーティング・メンバーであることなどが現れ
た. 他には, アスリートのリーダーは,チー
ム内で受け入れられ, 信頼される存在であり, 
また責任感があり, チームを 1 番に考える, 
高い目標を持ちスポーツに向かっている, 自
信を持っている, またチームに対しての自信
を示している, などの特徴も見られた.  
 
③ アスリートのリーダーに必要な行動とス
キル： Mumford et al.(2007)を参考に, 結果
を「認知関連スキルと行動」, 「対人スキル
と行動」, 「マネジメントスキルと行動」, 「ス
トラテジックスキルと行動」に分類した. 「認
知関連スキルと行動」には,学習する,情報を
伝える, 聞く等のアスリートのリーダーシッ
プの基盤になるスキルや行動が含まれる. 
「対人スキルと行動」には, チームメイトの
感情や考えをくみとる, それぞれのチームメ
イトが必要なサポートをする,コーチと選手
の間を取り持つ, などチーム内で良好な関係
を築くために必要なスキルや行動が挙げられ
た. また生産的なチームを作るために必要な
スキルや行動である「チームマネジメントの
スキルと行動」では, チームメイトを動機づ
ける, 目標達成に向けての指示をするなどが
挙げられた. また「ストラテジックスキルと
行動」では, チームの目標・ビジョンを立て
る, チームを分析して次にどう進むべきかの
判断をする, などが挙げられた.  
 
④ アスリートのリーダーシップがチームに
与える影響:これまでの研究では, 主にチー
ムの選手の満足感やチームの集団凝集性, 集
合的効力感, チームコミュニケーション, チ
ームアイデンティフィケーションなどとアス
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リートのリーダーシップの関連についての検
証が見られた. また効果的なリーダーシップ
は, パフォーマンスを向上させるという報告
もあった. さらに 2000 年代以降のいくつか
の研究では, リーダーシップがチームに与え
る影響に関連する媒介変数や調整変数につい
ての言及も見られている. 
 
⑤ リーダーの成長の過程：リーダーの成長に
ついての研究は少ないものの, 関連する変数
として, リーダーとしての経験やスポーツの
経験, コーチや保護者, チームメイトとの関
わりが挙げられた. またほとんどのアスリー
トのリーダーは, リーダーシップ・プログラ
ム等でリーダーシップを学んだ経験がないと
示されていたが, 事例研究で, このようなア
スリートへのリーダーシップ・プログラムの
介入が効果的である可能性も示唆されてい
た.  
 
⑥ 研究 1の成果まとめと今後への提言: アス
リートのリーダーシップ研究は増加傾向にあ
るものの, そのほとんどの研究が指導者のリ
ーダーシップに関する理論を使用しており, 
明確な理論を基盤にしていない研究も複数見
られた. さらに, これまでの研究は, アスリ
ートのリーダーの特徴についての言及が多く, 
またその中で使われた尺度は, 性格や, 行動, 
もしくはアスリートのリーダーのタイプを測
定するものが大半であった. この分野では
「リーダーがどの程度そのスキルを遂行でき
るか」に関しては, ほとんど測定されていな
いことが明らかとなった.また, とくに最近
の研究では, リーダーシップの影響における
媒介変数や調整変数についての検討が始めら
れており, リーダーシップの過程を明確にす
ることの必要性が示されている.加えて, ま
だリーダーの成長に関しての研究は少なく, 
知見が限られており, スポーツ現場への提言
のためにも, アスリートのリーダーの成長に
関わる要因に関する研究の発展の重要性が示
された.  
 
 
(2) 研究 2: 質的調査からの研究成果 
 
① 監督, アスリートのリーダー, そのチー
ムメイトを含む 20 名のインタビューから, 
合計 1679の意味単位を抽出した.意味単位は, 
良いリーダーの特徴, 良いリーダーのスキ
ル・行動, そして良いリーダーの影響, 良い
リーダーの成長・発達要因のカテゴリーに分
類した (図 3).  
 
② 良いリーダーの特徴：良いリーダーが持
つもしくは, 持ってほしいと考える特徴と
して, チームメイトから信頼されている, 
学年が高い・スポーツ経験が長いなどの特徴, 
リーダーとしての公式の役割がある(キャプ
テンなど), またいつでもチームのことを考

えている, などのリーダーとしての態度が
挙げられた. プレーや競技力に関しては, 
良いリーダーには「競技能力の高さが重要」
とする考えと, 「競技能力の高さは必要な
い」とする考えの両方が現れた.  
 
③ 良いリーダーの行動とスキル: 結果は研
究 1と同様に「認知関連スキルと行動」, 「対
人スキルと行動」, 「マネジメントスキルと
行動」, 「ストラテジックスキルと行動」に
分類した. 「認知関連スキルと行動」では, 
例えば, 伝えること, に関して挙げられて
いる. 試合中, また練習中に意見を言う, 
情報を効果的に伝える,などが重要と見られ
ていた.「対人スキルと行動」の中では, コ
ーチやスタッフ, そしてチームのメンバー
と効果的に関係を作ることに関して言及さ
れていた. 例えば,フィールドやコートの中
だけでなく, チームの活動の外の部分での
関わり合いや関係づくりが必要であると語
られていた.「マネジメントスキルと行動」
には, 主に生産的なチームを作るためのス
キル・行動が含まれているが, 特に他の選手
の見本となる行動 (ロールモデルとして行
動すること)を選手は重要視している傾向が
見られた. また状況を分析し, 指示をする, 
フィードバックをする,指導をする, なども
良いリーダーには求められていた. 「ストラ
テジックスキルと行動」では, 多方向からチ
ームを分析すること, 流れを読み,今後の戦
略を練ることなどが含まれている. またチ
ームメンバーへ, チームの方向性を示すこ
とも重要とされていた.  
 
⑤良いリーダーがチームに与える影響：アス
リートのリーダーのチームへの影響として
は, コミュニケーションの向上や, チーム
の安定性, 集団凝集性, モチベーション, 
パフォーマンス, など研究1のレビューでも
挙げられたものに加え, チームに所属する
選手個人の成長につながる, 役割が明確に
なる, などについても語られた.  
 
⑥良いリーダーの成長や発達に関わる要因: 
選手がチームの中で良いリーダーに成長す
る過程には, 指導者の影響が大きいと考え
る傾向が見られた. 例えば, 指導者が選手
と一緒に考える指導方法や, リーダーのロ
ールモデルとしての指導者の役割, 指導者
とのコミュニケーションなど, 指導者との
関わり合いが, リーダーとしての成長を促
す可能性が示唆された. またスポーツもし
くはスポーツ以外の場面での, リーダーと
しての成長を促す経験や, 環境, チームメ
イトとの関わり合いについても言及された.  
 
⑦ 研究 2 の成果まとめと今後への提言: リ
ーダー自身だけでなく, そのチームメイト
や指導者へもインタビューをすることで,包
括的なアスリートのリーダーシップについ



ての知見を得た.抽出されたカテゴリーは,
概ね研究1のレビューで現れたものと類似し
ていたが, さらに本研究では具体的なスキ
ルが挙げられた. 今後の研究で, これらの
スキル・行動に関してのさらなる検討が必要
である. また良いリーダーの成長に必要な
環境や経験に関しても, 本研究で理解を深
め, リーダーの成長過程についてのさらな
る知見が得られた.  
 
 

 

 
 

 

 
図 3:良いアスリートのリーダーの特徴, ス
キルと行動, 影響,リーダーの成長に関わる
要因 
 
 
(3)研究 3: アスリート・リーダーシップスキ
ル尺度の作成からの研究成果 
 
① 予備調査の結果, 24 項目の平均値, 標準
偏差, 分布に極端な偏りは見られなかった. 
また,それぞれの下位尺度のα係数を算出し
たところ, 認知関連スキル (5 項目, .81), 
対人スキル(6 項目, .81) , マネジメントス
キル (5 項目, .82), ストラテジックスキル 
(8項目, .92)すべての下位尺度で基準を上回
った. 本調査では,予備調査で使用した全て
の項目を残すこととしたが, 調査参加者の
フィードバックをもとに項目の追加・修正を
行った.  
 
表 1: アスリート・リーダーシップスキル 4
因子 

 
 

② 予備調査で使用した尺度に項目を追加・
修正した尺度は 27 項目 (うち 1 項目は調査
参加者のスクリーニングで使用) で構成さ
れた.それぞれの項目の記述統計では, 極端
な偏りは見られず,尺度の因子を検討するた
めに回転なしの主成分分析を行った (初回
の因子分析). 結果,標本妥当性が確認され
(KMO 測度 =.93, Bartlett の球面測度 = 
1934.37, p<.001), 4 因子が抽出された.続け
て, 4 因子を指定して最尤法のプロマックス
回転の探索的因子分析を行い, 尺度の因子
を検討した (2 回目以降の因子分析). 因子
負荷量の基準を.35 とし, 項目が複数の因子
へ高い負荷量がかかっている, もしくは基
準を満たさない因子負荷量 (.35 以上) を示
した場合, その項目を削除した. 最終の因
子分析の結果を表 2 に示す. 最終の尺度は, 
20 項目で構成され, 概ねそれぞれの項目が
定義した因子への高い負荷量 (.35 以上)を
示した.しかし, いくつかの項目で始めに定
義した因子と違う因子で高い負荷量を示し
た.この傾向は, 主にマネジメントスキルと
ストラテジックスキル因子間に見られた. 
 
表 2 最終の因子分析の結果 

 
③ 最終の尺度の下位因子のα係数は, 認知
関連スキル (F4: 3 項目, α = .85), 対人ス
キル (F2: 4 項目, α = .89), マネジメント
スキル (F3: 5 項目, α =.85), ストラテジ
ックスキル (F:1 8項目, α=.92)でそれぞれ
基準を満たした.また, これら 4 因子の項目
間相関, I-T相関を確認したところ,基準値を
満たす値が確認された.補助的な分析として
チームの競技レベル (0=レクリエーショ
ン・地方大会レベル, 1=全国・国際大会レベ
ル) とチームのキャプテンのリーダーシッ
プスキル評価との関係を共分散構造分析で
検証したところ, 認知スキル (b= -.20, 
p=.06)で,レクリーエション・地方大会レベ
ルのチームのキャプテンのほうが, 高いリ
ーダーシップスキルの評価をされている傾
向が見られた.  
 
④ 研究 3の成果まとめと今後への提言:因子
分析の結果と信頼性分析の結果, 理論と研
究 1, 研究 2 を参考に作成したアスリート・



リーダーシップスキル評価尺度の項目は, 4
つのリーダーシップスキル因子を概ね示す
ことを確認した.今後の研究では,アスリー
トのリーダーシップに関する国内外の新し
い研究からの知見を加味しながらの項目の
精査と, さらに大きなサンプルでの尺度の
妥当性, 信頼性の検証が必要であると考え
る. また本研究では, 競技レベルの低いチ
ームのキャプテンが, 高いリーダーシップ
スキルの評価を受けている傾向が見られた. 
尺度で測定するキャプテンのリーダーシッ
プスキルとチームのパフォーマンスなどの
リーダーシップの重要な従属変数との関連
を, さらに検討する必要がある.合わせて, 
本研究はキャプテンのリーダーシップスキ
ルを評価したが, これまでの研究で, キャ
プテンなどの公式な役割を持たない選手も
リーダーシップを発揮していることが示唆
されている (Fransen et al., 2014). 今後, 
このような非公式なアスリートのリーダー
のリーダーシップスキルを評価し, チーム
に存在するリーダーシップのチームへの影
響を検証することが必要であると考える.  
 
 (4) 本助成研究成果のまとめ 
 
近年, アスリートのリーダーシップに関す
る論文は増加傾向にある. しかしながら, 
まだほとんどの研究は, 指導者のリーダー
シップに関する理論を基盤にしており, 今
後のこの分野の研究の発展のためには, ア
スリートのリーダーシップに特化した理論
の構築が必須である.本助成研究の結果を統
合した予備的なモデルを図4に示した. レビ
ューでは, これまでの当該分野の研究結果
をまとめた.質的調査では, アスリートが発
揮するリーダーシップについての理解を深
め, アスリートのリーダーシップスキルの
成長過程に関する知見を得た.さらにこれま
で行われてこなかったアスリートのリーダ
ーシップスキルの評価方法について検証し,
アスリートのリーダーシップに関する理論
と研究のさらなる発展への道筋を示した.  
 

 
図 4: 本研究成果をもとに作成したアスリー
トのリーダーシップスキル獲得過程モデル 
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